
❶経営トップが安全衛生方針を表明している
安全衛生活動には、経営トップの強いリーダーシップが重要です。安全衛生管理の
最高責任者として、安全衛生最優先の方針を示しましょう。

❷安全衛生管理体制を確立している
安全衛生活動を管理する体制を整備しましょう。安全衛生担当者を選任し、職務内
容を明らかにし、必要な権限を与え、安全衛生の職務を行う時間を確保しましょう。
職務の実施状況は担当者任せにせず、安全衛生委員会等において、組織的に管理し
ましょう。

❸自主点検・パトロールで現状を把握している
安全衛生担当者は、日頃の安全衛生活動、労働災害防止対策の状況について自主点
検・パトロールにより把握しましょう。ルールの順守状況、安全設備の状況につい
て確認しましょう。不備があった場合は安全衛生委員会等において組織的に措置を
検討し、措置の進捗状況について定期的に確認しましょう。

❹活動計画・教育計画により取組を行っている
安全衛生活動計画・安全衛生教育計画を作成し、安全衛生活動・安全衛生教育の実
施時期を定めましょう。雨季・冬季の前に転倒防止の教育をするなど効果的な計画
を立てましょう。全国安全週間、全国衛生週間等に合わせて活動内容・教育内容を
選ぶこともできます。

❺日常の安全衛生活動が定着している
職場巡視、４Ｓ活動（整理・整頓・清掃・清潔）、危険予知活動（ＫＹ活動）、危
険予知訓練（ＫＹＴ）、ヒヤリ・ハット活動など日常的な安全衛生活動を充実・活
性化しましょう。

❻行動災害防止の取組を行っている
リスクアセスメント、作業方法等の見直し、見える化、健康づくり等の取組を行い
ましょう。

行動災害防止チェックリスト 事業者用
①管理体制

新見署管内（高梁市、新見市、加賀郡の旧賀陽町地区）では転倒、動作の反動・
無理な動作（腰痛等）などの行動災害が多発しています。行動災害とは、労働者の
作業行動を起因とする災害のことをいいます。
行動災害防止のポイントについて、実施状況をチェックし、事業場の活動を充実

させましょう。

【備北地区行動災害ゼロ運動(R5.4.1～R6.3.31)】

新見労働基準監督署では備北地区行動災害ゼロ運動を実施しています。
岡山労働局のホームページにおいて、運動の趣旨、実施要領等を公開
しています。順次、行動災害予防の説明動画、対策事例など、行動災
害予防対策に関する情報を掲載していきますので是非ご覧ください。
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